
全 国 市 議 会 旬 報 第 2182 号（1）令和４年２月５日号

令和4年
（２０22年）
毎月３回５の日に発行

発行　全国市議会議長会

２ 月 ５ 日

〒１０２-００９３
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL	 ０３ （３２６２） 5234
旬報 TEL	 ０３ （３２６２） 2309
発行人　橋 本　嘉 一
https://www.si-gichokai.jp 議長会HP

2182

７
６
５
市
区
が
出
産
欠
席
規
定

本
会
は
、「
令
和
３
年
度
市
議
会
の
活
動
に
関
す
る
実
態
調
査
結
果
」
を
取
り
ま
と
め

た
。
調
査
は
令
和
２
年
1
月
1
日
～
12
月
31
日
を
対
象
期
間
と
し
、
ネ
ッ
ト
上
で
行
っ
た

も
の
。
本
文
中
カ
ッ
コ
内
の
％
は
記
載
が
な
い
限
り
、
調
査
対
象
の
８
１
５
市
に
対
す
る

割
合
。
調
査
結
果
は
本
会
Ｈ
Ｐ
で
掲
載
し
て
い
る
。
本
紙
で
は
、
調
査
結
果
の
一
部
を
掲

載
す
る
（
記
事
中
の
『
市
』
に
は
東
京
特
別
区
を
含
む
）。

市
議
会
活
動
の
実
態
調
査

市
議
会
活
動
の
実
態
調
査　　

通
年
会
期
制
の
採
用

通
年
会
期
制
の
採
用

通
年
会
期
制
を
採
用
し
て

い
る
市
は
、
令
和
元
年
か
ら

５
市
増
の
46
市
（
５・６
％
）。

う
ち
、
定
例
会
を
条
例
で

年
１
回
と
定
め
て
い
る
市
区

が
４
市
増
の
33
市
、
地
方
自

治
法
第
一
〇
二
条
の
二
第
１

項
に
よ
る
通
年
会
期
制
を
採

用
し
て
い
る
市
（
24
年
か
ら

制
度
化
）
は
前
年
と
同
数
の

13
市
と
な
っ
た
。

通
年
会
期
制
を
採
用
し
て

い
る
市
区
を
開
始
年
別
、
条

文
別
に
表
①
に
ま
と
め
た
。

定例会を条例で年 1 回と
定めている※１

通年会期を採用
している※２ 市数

23年 四日市市 ― 1市
24年 壱岐市、豊明市 ― 2市

25年 根室市、白山市、
大阪狭山市、大津市

柏崎市、小松島市、
三好市 7市

26年
滝沢市、金沢市、文京区、荒川
区、相模原市、大東市、京都市、
土佐清水市

常総市、鳥羽市、
福島市 11市

27年 北上市、登米市、青梅市、枚方市 厚木市、久慈市 6市
28年 あきる野市、守谷市 ― 2市
29年 横須賀市 四條畷市 2市
30年 宮古市、鈴鹿市、亀岡市、安来市 ― 4市
元年 墨田区、鎌ケ谷市 坂東市、守山市、

丹波篠山市、浜田市 6市

2年 南砺市、七尾市、藤枝市、
犬山市、香美市 ― 4市

市数 33 市 13 市 46 市
※1地方自治法第 102 条第 2項　※ 2同第 102 条の 2第 1項

表①　通年会期制を採用している市（開始年別、条文別）

本
会
議
傍
聴
の
際
の

本
会
議
傍
聴
の
際
の

記
入
内
容
・
配
布
資
料

記
入
内
容
・
配
布
資
料

本
会
議
傍
聴
の
際
に
氏
名

等
の
記
入
を
必
要
と
し
て
い

る
市
は
、
令
和
元
年
か
ら

22
市
増
の
７
３
３
市
（
89
・

９
％
）。

【
２
面
に
続
く
】

出
産
欠
席
規
定

出
産
欠
席
規
定

会
議
の
欠
席
事
由
と
し
て
、

「
出
産
（
議
員
本
人
）」
を
会

議
規
則
に
規
定
し
て
い
る
市

数
は
令
和
元
年
か
ら
４
市
増

の
７
６
５
市（
93・９
％
）。人

口
段
階
別
で
は
、「
30
～
40
万

人
未
満
」「
40
～
50
万
人
未

満
」「
政
令
指
定
都
市
」
で
全

て
の
市
が
出
産
欠
席
規
定
を

定
め
て
い
る
。

出
産
欠
席
規
定
を
初
め
て

調
査
項
目
に
加
え
た
平
成
28

年
の
実
態
調
査
で
は
制
定
済

み
は
７
２
５
市
だ
っ
た
。
以

来
、
女
性
支
援
の
環
境
整
備

が
進
む
中
、
同
規
定
を
制
定

す
る
市
議
会
が
増
え
、
ペ
ー

ス
は
緩
や
か
な
が
ら
増
加
傾

向
が
顕
著
と
な
っ
て
い
る

（
グ
ラ
フ
参
照
）。

ま
た
、
令
和
元
年
中
に
出

グラフ　出産に伴う欠席規定を定めた市の推移

※調査対象市区数は28・29年 814 市区、　30・元年 815 市区

700
725
750
775
800

2令和元3029平成 28 （年）

（市数）

725
745(+20)

765(+4)
754(+9) 761(+7)

産
に
伴
う
欠
席
事
例
は
14
市

あ
っ
た
。

「
事
故
」「
出
産
（
議
員
本

人
）」以
外
の
欠
席
事
由
を
会

議
規
則
に
規
定
し
て
い
る
の

は
１
５
７
市
（
19・３
％
）。

具
体
的
な
規
定
事
項
は
、

▽
議
員
の
家
族
の
介
護
・
看

護
56
市
▽
議
員
の
家
族
の
育

児
47
市
▽
議
員
の
配
偶
者
の

出
産
44
市
―
な
ど
。

休
日・夜
間
議
会
の
開
催

休
日・夜
間
議
会
の
開
催

休
日
議
会
を
開
催
し
て
い

る
市
の
数
は
19
市
で
、
令
和

元
年
の
16
市
か
ら
３
市
増
。

夜
間
議
会
を
開
催
し
て
い

る
市
は
大
東
市
の
み
で
、
令

和
元
年
か
ら
2
市
減
。
大
東

市
は
平
成
12
年
か
ら
毎
年
開

催
し
て
い
る
。
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時間制限
導入市区数

30分
以内

31分～60
分以内

61分
以上 その他

個人
質問

796
（806市）

155
(19.5%)

362
(45.5%)

27
(3.4%)

252
(31.7%)

代表
質問

388
（411市）

42
(10.8%)

117
(30.2%)

25
(6.4%)

204
(52.6%)

表②　質問の時間制限

【
１
面
か
ら
続
く
】

議
会
で
「
一
問
一
答
方

式
」
を
規
定
（
選
択
制
を
含

む
）
し
て
い
る
市
は
６
８
５

市
（
84・０
％
）。

令
和
２
年
中
に
一
問
一
答

方
式
を
実
施
し
た
市
は
、
元

年
か
ら
２
市
増
４
市
減
の

７
２
４
市
。
質
問
の
種
類
別

で
は
、
▽
個
人
質
問
７
１
６

市
（
実
施
市
の
98
・
８
％
）

▽
代
表
質
問
２
０
１
市
（
同

27
・
０
％
）
▽
緊
急
質
問
15

市
（
同
１・７
％
）
▽
質
疑

２
２
２
市
（
同
30・７
％
）
―

と
な
っ
て
い
る
。

一
問
一
答
方
式

一
問
一
答
方
式

議
会
基
本
条
例・報
告
会

議
会
基
本
条
例・報
告
会

議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
て
い
る
市
は
５
４
４
市

（
66・７
％
）。

議
会
報
告
会
を
開
催
し
た

市
は
２
２
１
市
（
27・１
％
）

だ
っ
た
。
う
ち
、
議
会
基
本

条
例
に
基
づ
く
議
会
報
告
会

を
開
催
し
た
の
は
１
９
１

市
（
報
告
会
開
催
市
の
23
・

議

員

間

討

議

議

員

間

討

議

議
員
間
（
自
由
）
討
議
を

規
定
し
て
い
る
市
は
、
令
和

元
年
か
ら
12
市
増
の
５
３
２

市
（
65・３
％
）。

実
際
に
議
員
間（
自
由
）討

議
を
実
施
し
た
市
は
３
３
７

市
（
41・３
％
）
だ
っ
た
。

議
員
間
討
議
を
行
っ
た

政
務
活
動
費
の
状
況

政
務
活
動
費
の
状
況

政
務
活
動
費
を
交
付
し
て

い
る
市
は
、
令
和
元
年
か
ら

３
市
増
８
市
減
の
７
１
１
市

（
87
・
２
％
）
一
方
、
交
付

し
て
な
い
市
は
94
市
（
11
・

５
％
）。

交
付
対
象
は
、
▽
会
派

２
７
５
市
（
政
活
費
交
付
市

の
38
・
７
％
）
▽
会
派
ま
た

は
議
員
２
０
２
市
（
同
28
・

４
％
）
▽
議
員
１
６
６
市

（
同
23・３
％
）
▽
選
択
制
46

市
（
同
６・５
％
）
▽
会
派

お
よ
び
議
員
17
市
（
同
２
・

４
％
）
▽
そ
の
他
５
市
（
同

０・７
％
）
―
と
な
っ
た
。

政
活
費
の
収
支
報
告
書
へ

の
領
収
書
の
添
付
は
、
政
活

費
を
交
付
し
て
い
る
７
１
１

市
全
て
が
行
っ
て
い
る
。

議
員
一
人
あ
た
り
の
交

付
月
額
は
、
▽
１
万
円
以

上
２
万
円
未
満
が
２
４
５

市
（
政
活
費
交
付
市
の
34
・

５
％
）
で
最
多
。
次
い
で
▽

２
万
円
以
上
３
万
円
未
満
の

１
６
４
市
（
同
23・１
％
）
▽

３
万
円
以
上
５
万
円
未
満
の

１
１
８
市
（
同
16・６
％
）
―

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
収
支

報
告
書
な
ど
を
公
開
し
て
い

る
市
は
、
元
年
か
ら
15
市
増

3
市
減
の
６
４
２
市
（
政
活

費
交
付
市
の
90・３
％
）。
公

開
し
て
い
る
文
書
ご
と
に
見

記
入
事
項
は
、
市
名
が

７
２
８
市
（
氏
名
等
の
記

入
を
必
要
と
す
る
市
の
99
・

３
％
）、
住
所
が
７
０
７
市

（
同
96
・
５
％
）、
年
齢
が
２

７
１
市（
同
37・０
％
）。３
事

項
全
て
の
記
入
を
必
要
と
す

る
の
は
２
６
９
区
（
同
36
・

７
％
）
で
、
そ
の
他
の
記
入

項
目
を
求
め
る
市
は
２
２
９

個
人・代
表
質
問
の
実
施

個
人・代
表
質
問
の
実
施

個
人
質
問
は
令
和
元
年

か
ら
１
区
増
の
８
０
７
市

（
98
・
９
％
）。
う
ち
、
質
問

時
間
の
制
限
は
元
年
か
ら
１

区
増
の
７
９
６
市
（
個
人
質

問
実
施
市
の
98
・
８
％
）
が

行
っ
て
い
る
。
一
人
あ
た
り

の
持
ち
時
間
は
、「
31
～
60
分

以
内
」
と
し
て
い
る
市
が
最

多
で
３
６
２
市
（
質
問
時
間

制
限
市
中
の
45・５
％
）。
ま

た
、
答
弁
時
間
を
質
問
時
間

に
含
む
市
は
元
年
か
ら
４
市

増
４
市
減
の
４
６
５
市
（
同

58・４
％
）
だ
っ
た
。

代
表
質
問
を
行
っ
て
い
る

市
は
元
年
か
ら
22
市
増
20
市

減
の
４
１
１
市
で
、
質
問
時

間
の
制
限
は
元
年
か
ら
26

会
議
の
種
類
別
で
は
、
▽

委
員
会
２
８
６
市
（
議
員

間
（
自
由
）
討
議
実
施
市
の

84
・
９
％
）
▽
協
議
等
の
場

74
市
（
同
22
・
０
％
）
▽
事

実
上
の
会
議
32
市
（
同
９
・

５
％
）
▽
本
会
議
20
市
（
同

５・９
％
）
▽
そ
の
他
18
市

（
同
５・３
％
）
と
な
っ
た
。

市
増
３
市
減
の
３
８
８
市

（
代
表
質
問
実
施
市
の
94
・

４
％
）
が
行
っ
て
い
る
。
１

人
あ
た
り
の
持
ち
時
間
で

は
、「
31
～
60
分
以
内
」
と
し

て
い
る
市
が
最
多
で
１
１
７

市
（
質
問
時
間
制
限
市
中
の

30
・
２
％
）
と
な
っ
た
。
答

弁
時
間
を
質
問
時
間
に
含
む

市
は
、
元
年
か
ら
17
市
増
５

市
減
の
１
７
９
市
（
同
46
・

１
％
）
だ
っ
た
。

個
人
、
代
表
質
問
そ
れ
ぞ

れ
の
時
間
制
限
を
行
っ
て
い

る
市
の
数
、
一
人
当
た
り
の

持
ち
時
間
に
つ
い
て
表
②
に

掲
載
し
て
い
る
。

市
（
同
31・５
％
）
だ
っ
た
。

本
会
議
の
傍
聴
者
に
資
料

を
配
布
し
て
い
る
市
は
、
元

年
か
ら
１
区
増
の
８
０
８
市

（
99・１
％
）。
内
訳
は
、議
事

日
程
が
７
０
４
市
（
資
料
配

布
市
の
87・１
％
）、議
案（
一

部
の
み
の
場
合
も
含
む
）
が

３
０
７
市（
同
38・０
％
）、質

問
内
容
の
資
料
が
７
７
１
市

（
同
95・４
％
）
だ
っ
た
。

４
％
）、申
し
合
わ
せ
等
に
基

づ
く
議
会
報
告
会
を
開
催
し

た
の
は
30
市
（
同
３・７
％
）。

議
会
報
告
会
の
内
容
に
つ

い
て
は
▽
報
告
及
び
意
見
交

換
１
３
１
市
（
報
告
会
開
催

市
の
59
・
３
％
）
▽
意
見
交

換
の
み
53
市
（
同
24・０
％
）

▽
報
告
の
み
９
市
（
同
４
・

１
％
）
▽
そ
の
他
41
市
（
同

18・６
％
）
―
と
な
っ
た
。
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広

報
・
広

聴

広

報
・
広

聴

現
在
、
全
国
８
１
５
市
全

て
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
議
会
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。

情
報
発
信
の
内
容
ご
と
に

見
る
と
、
▽
議
員
名
簿
▽

会
議
日
程
▽
会
議
録
―
は

８
１
５
市
全
て
が
ネ
ッ
ト
公

開
し
て
い
る
。
ほ
か
、
▽
議

会
だ
よ
り
８
０
１
市
（
98
・

３
％
）▽
議
会
の
仕
組
み
、議

会
用
語
の
解
説
、
傍
聴
案
内

７
９
５
市
（
97・２
％
）
▽
質

問
通
告
書
、
質
問
内
容
な
ど

７
９
２
市
（
97・２
％
）
―
な

ど
が
続
く
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
に
よ
り
議
会

の
情
報
を
発
信
し
て
い
る

市
数
は
、
令
和
元
年
か
ら

59
市
増
９
市
減
の
３
３
９

市
（
41・６
％
）。
内
訳
で
は
、

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
が
２
１
２

市
（
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ

イ
ッ
タ
ー
等
に
よ
る
情
報
発

信
実
施
市
の
62・５
％
）、
Ｙ

ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
が
１
２
０

表③　広報広聴、協定締結などの市区数・割合の推移（直近 5年）

調査対象市区数は平成 28・29年 814 市区、30・令和元・2年 815 市区
※（）内の％は調査当時の全市区に対する値
※「Youtubeによる情報発信」の調査は令和元年から開始

平成28年 29年 30年 令和元年 2年
フェイスブックによる
情報発信

113市
（13.9％）

145市
（17.8％）

163市
（20.0％）

185市
（22.7％）

212市
（26.0％）

ツイッターによる
情報発信

59市
（7.2％）

69市
（8.5％）

81市
（9.9％）

89市
（10.9％）

109市
（13.4％）

Youtube による
情報発信 ― ― ― 89市

（10.9％）
120市

（14.7％）
議会モニター制度の
採用

18市
（2.2％）

25市
（3.1％）

32市
（3.9％）

29市
（3.6％）

31市
（3.8％）

議会のパブリック
コメントの実施

47市
（5.8％）

46市
（5.7％）

53市
（6.5％）

43市
（5.3％）

33市
（4.0％）

住民アンケート調査
の実施

40市
（4.9％）

58市
（7.1％）

81市
（9.9％）

87市
（10.7％）

96市
（11.8％）

議会と大学等との
協定の締結

13市 
（1.6％）

18市
（2.2％）

23市
（2.8％）

26市
（3.2％）

29市
（3.6％）

市
（
同
35・４
％
）、
ツ
イ
ッ

タ
ー
が
１
０
９
市
（
同
32
・

２
％
）
な
ど
で
情
報
発
信
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
等
に
よ
る
議
会
情

報
発
信
の
状
況
は
▽
議
会
モ

ニ
タ
ー
制
度
の
採
用
▽
議
会

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

実
施
▽
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
▽
議
会
と
大
学
等

子
ど
も・女
性・模
擬
議
会

子
ど
も・女
性・模
擬
議
会

子
ど
も
議
会
は
56
市（
６・

９
％
）
が
開
催
し
た
。
女
性

議
会
は
４
市
（
０・５
％
）、

模
擬
議
会
は
21
市
（
２
・

６
％
）
が
開
催
し
た
。

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

全
議
員
を
対
象
と
す
る
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
て

い
る
市
は
３
０
３
市
（
37
・

２
％
）
だ
っ
た
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
導
入
経
費
・
形
態
に
つ
い

て
は
、「
公
費
に
よ
る
リ
ー

ス・レ
ン
タ
ル
」と
し
て
い
る

市
が
最
多
の
１
３
６
市
（
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
市
の

44・９
％
）
と
な
り
、「
公
費

で
購
入
し
議
員
に
貸
与
」
の

１
２
２
市
（
40・３
％
）
な
ど

が
続
い
た
（
表
④
）。

委
員
会
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
は
、
令
和
２
年
中
に

１
３
７
市
が
行
っ
た
。
内
訳

は
、
▽
委
員
会
８
市
（
１
・

０
％
）
▽
協
議
等
の
場
15
市

▽
委
員
会
・
協
議
の
場
以
外

の
会
議
（
非
公
式
含
む
）
70

市
（
８・６
％
）
▽
行
政
視
察

24
市
（
２・９
％
）
▽
そ
の
他

47
市
―
と
な
っ
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

会
議
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

以
外
の
議
会
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
、

▽
会
派
・
議
員
・
委
員
会
の

視
察
の
中
止
・
延
期
７
３
３

市
（
89
・
９
％
）
▽
傍
聴
自

粛
の
依
頼
・
定
員
減
６
８
６

市
（
84・２
％
）
▽
議
場
等
の

扉
の
開
放
６
１
２
市
（
75
・

１
％
）
―
な
ど
。

ま
た
、
議
席
、
演
壇
等
へ

の
ア
ク
リ
ル
板
等
の
設
置
を

５
９
９
市
（
73・５
％
）、
議

席
の
変
更
や
間
隔
の
拡
幅
を

３
６
０
市
（
44・２
％
）
が
実

施
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
財

源
確
保
等
の
た
め
議
員
報

酬
、
政
務
活
動
費
等
を
減
額

し
た
市
は
５
５
４
市
（
66
・

７
％
）。
内
訳
は
、
▽
行
政

視
察
経
費
３
３
６
市
（
61
・

８
％
）
▽
議
員
報
酬
２
１
０

市
（
38・６
％
）
▽
政
務
活
動

費
１
５
９
市
（
29・２
％
）
▽

期
末
手
当
１
４
８
市
（
27
・

２
％
）
―
な
ど
。

と
の
協
定
の
締
結
―
な
ど
広

報
公
聴
に
関
す
る
項
目
と
併

せ
、
表
③
に
掲
載
し
て
い
る
。

る
と
▽
収
支
報
告
書
５
４
０

市
（
Ｈ
Ｐ
上
で
収
支
報
告
書

な
ど
を
公
開
し
て
い
る
市
の

84・１
％
）▽
領
収
書
３
６
０

市
（
同
56・１
％
）
▽
活
動
報

告
書
・
視
察
報
告
書
２
５
６

市
（
同
50・６
％
）
▽
会
計
帳

簿
１
９
０
市
（
同
29・６
％
）

▽
支
出
伝
票
１
０
８
市
（
同

16・８
％
）▽
そ
の
他
２
５
６

市
（
同
39・９
％
）
―
と
な
っ

た
。

公費で購入
し議員に

貸与

政務活動費
で購入

議員の私費
で購入

公費による
リース又は
レンタル

政務活動費
による

リース又は
レンタル

複数の経費
で按分 その他

303 市 122 市
（40.3%)

3 市
（1.0%）

10 市
（3.3%)

136 市
（44.9%)

3 市
（1.0%)

15 市
（5.0%)

14 市
（4.6%)

表④　タブレット端末の導入経費・形態
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自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
＝
浜
崎
昭

臣
天
草
市
議
会
議
長
）
は
１

月
19
日
、
正
副

会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
を
書

面
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、

令
和
３
年
度
の

要
望
結
果
（
速

報
）
に
つ
い
て

報
告
。

令
和
４
年
度

診
療
報
酬
改
定

に
お
い
て
、
地

域
で
新
型
コ
ロ
ナ
医
療
な
ど

一
定
の
役
割
を
担
う
医
療
機

関
に
勤
務
す
る
看
護
職
員
を

本
会
は
、
１
月
25
日
の
建
設
運
輸
委
員
会
を
皮
切
り
に

各
委
員
会
を
開
催
。
今
年
度
の
要
望
結
果
の
概
要
を
了

承
、
次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事
項
な
ど
を
決
定
し
た
。
今

号
で
は
建
設
運
輸
委
員
会
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。

各
委
員
会
が
開
催

各
委
員
会
が
開
催

要
望
結
果
を
了
承

要
望
結
果
を
了
承

建
設
運
輸
委
員
会

建
設
運
輸
委
員
会

建
設
運
輸
委
員
会
は
１
月

25
日
、
第
１
７
３
回
委
員
会

を
書
面
開
催
。
欠
員
と
な
っ

て
い
た
委
員
長
に
平
山
正
光

阿
南
市
議
会
議
長
を
、
副
委

員
長
に
植
田
博
巳
牧
之
原
市

議
会
議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任

し
た
ほ
か
、
次
年
度
へ
の
申

し
送
り
事
項
な
ど
に
つ
い
て

決
定
し
た
。

次
年
度
へ
の
申
し
送
り
事

項
で
は
、
①
自
然
災
害
対
策

の
推
進
②
各
種
交
通
基
盤
整

備
の
推
進
③
都
市
基
盤
整
備

の
推
進
④
観
光
施
策
の
推
進

―
に
つ
い
て
次
年
度
委
員
会

に
申
し
送
る
こ
と
を
決
定
し

た
。要

望
結
果
概
要
で
は
、
政

府
予
算
関
連
資
料
の
う
ち
①

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
一
体
と

な
っ
た
防
災
・
減
災
対
策
の

推
進
②
コ
ロ
ナ
対
応
―
に
つ

い
て
報
告
。

①
で
は
、
流
域
治
水
対
策

に
つ
い
て
、
個
別
補
助
事
業

等
の
創
設
や
防
災
・
安
全
交

付
金
に
お
け
る
流
域
治
水
関

連
施
策
へ
の
優
先
配
分
枠
の

増
額
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

災
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
か

ら
の
移
転
支
援
な
ど
防
災
指

針
に
基
づ
く
取
り
組
み
な
ど

が
推
進
さ
れ
る
と
し
た
。

②
に
つ
い
て
は
、
▽
観
光

の
継
続
的
支
援
と
本
格
的
な

観
光
の
復
興
に
向
け
た
施
策

推
進
▽
地
域
公
共
交
通
の
維

持
・
活
性
化
▽
空
港
使
用
料

及
び
航
空
機
燃
料
税
の
引
下

げ
―
な
ど
の
支
援
が
行
わ
れ

る
。特

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

航
空
会
社
の
厳
し
い
経
営
状

況
を
踏
ま
え
、
国
内
線
の
空

港
使
用
料
お
よ
び
航
空
機
燃

料
税
に
７
０
０
億
円
規
模
の

減
免
が
令
和
４
年
度
限
り
の

時
限
措
置
と
し
て
な
さ
れ
る

と
し
た
。

要
望
事
項
結
果
報
告
は
、

今
後
精
査
の
上
、
５
月
25
日

開
催
の
第
98
定
期
総
会
に
提

出
さ
れ
る
。

対
象
に
、
10
月
以
降
収
入

を
３
％
程
度
（
月
額
平
均

１
万
２
千
円
相
当
）
引
き
上

げ
る
た
め
の
処
遇
改
善
の
仕

組
み
が
創
設
さ
れ
る
。
ま

た
、
処
遇
改
善
に
当
た
っ
て

は
、介
護・障
害
福
祉
の
処
遇

改
善
加
算
の
仕
組
み
を
参
考

に
、
予
算
措
置
が
確
実
に
賃

金
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
適

切
な
担
保
措
置
を
講
じ
る
と

し
て
い
る
。

病
院
協

平山建設運輸委員長
（阿南市）

正副会長・監事・相談役会議正副会長・監事・相談役会議

浜崎病院協会長
（天草市）

年
明
け
後
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
全
国
的

に
急
拡
大
し
、

政
府
は
特
別
措

置
法
に
基
づ
く

ま
ん
延
防
止
等

重
点
措
置
の
適

用
を
順
次
進
め

た
。
１
月
31
日

時
点
で
適
用
地

域
は
３４
都
道
府

県
。
こ
れ
ら
の

地
域
で
は
知
事

判
断
で
飲
食
店

の
営
業
時
間
短
縮
や
酒
類
提

供
の
停
止
が
可
能
と
な
る
。

感
染
力
の
強
い
「
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
」
へ
の
置
き
換
わ
り

が
急
速
に
進
ん
だ
と
み
ら
れ

る
。
感
染
者
の
急
増
を
受
け

て
広
島
、
山
口
、
沖
縄
の
３

県
で
１
月
９
日
か
ら
重
点
措

置
の
適
用
が
始
ま
り
、
そ
の

後
、
首
都
圏
、
関
西
圏
を
は

じ
め
適
用
エ
リ
ア
が
全
国
に

広
が
っ
た
。

昨
年
後
半
に
は
感
染
拡
大

は
一
時
落
ち
着
き
、
各
地
に

出
さ
れ
て
い
た
緊
急
事
態
宣

言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
は
９
月
末
ま
で
に
す
べ
て

解
除
さ
れ
て
い
た
。

議
会
人
事

▼
議
長

▽
上
野
原	

尾
形
重
寅（
6・18
）

▽
海
津	

伊
藤　
誠（
10・5
）

▽
名
張	

永
岡　
禎（
10・6
）

▽
摂
津	

南
野
直
司（
10・8
）

▽
大
洲	

大
野
立
志（
10・8
）

▽
阪
南	

岩
室
敏
和（
10・12
）

▽
箕
面	

川
上
加
津
子（
10・13
）

▽
一
関	

勝
浦
伸
行（
10・19
）

▽
美
濃
加
茂　
渡
邉
義
昌

	

（
10・20
）

▼
副
議
長

▽
伊
東	

大
川
勝
弘（
9・30
）

▽
海
津	

里
雄
淳
意（
10・5
）

▽
名
張	

足
立
淑
絵（
10・6
）

▽
本
巣	

河
村
志
信（
10・8
）

▽
摂
津	

三
好
俊
範（
10・8
）

▽
大
洲	

新
山
勝
久（
10・8
）

▽
阪
南	

中
村
秀
人（
10・12
）

▽
箕
面	

楠　
政
則（
10・14
）

▽
一
関	

千
葉
幸
男（
10・19
）

▽
韮
崎	

内
藤
正
之（
10・20
）

▽
美
濃
加
茂　
酒
向
信
幸

	

（
10・20
）

34都道府県34都道府県
まん延防止重点措置まん延防止重点措置


